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第
百
九
十
四
回    

神
崎　
　

哲  

創造する力と想像する力

幼
い
頃
か
ら
工
作
が
好
き
だ
っ
た
私
は
、
小
学

校
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
に
「
将
来
の
夢
は
大
工
」
と

書
い
て
い
た
。
中
学
生
に
な
る
と
、
創
る
こ
と
に

魅
力
を
感
じ
始
め
、
建
築
士
に
憧
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
（
映
画
「
タ
ワ
ー
リ
ン
グ
・
イ
ン
フ
ェ
ル
ノ
」

の
ポ
ー
ル
・
ニ
ュ
ー
マ
ン
扮
す
る
建
築
士
ダ
グ
・

ロ
バ
ー
ツ
の
影
響
も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
）。

だ
が
、
高
校
で
理
系
科
目
が
非
常
に
残
念
な
成
績

だ
っ
た
た
め
、
否
応
な
く
文
系
に
進
み
、
法
律
家

に
な
っ
た
。

平
成
10
年
に
欠
陥
住
宅
京
都
ネ
ッ
ト
の
設
立
と

と
も
に
建
築
紛
争
事
件
を
多
数
担
当
す
る
よ
う
に

な
る
と
、
建
築
士
の
先
生
方
と
の
お
つ
き
あ
い
が

増
え
、
会
議
や
研
究
会
の
後
に
よ
く
食
事
に
行
っ

た
。
特
に
お
酒
が
入
る
と
、
い
ろ
ん
な
お
話
を
伺

う
こ
と
が
で
き
た
。
当
時
は
、
ま
だ
弁
護
士
人
口

が
さ
ほ
ど
増
え
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
大

先
輩
の
建
築
士
の
先
生
か
ら
は
、「
弁
護
士
は
希

少
価
値
が
あ
る
し
、
報
酬
も
き
ち
ん
と
貰
え
る
か

ら
羨
ま
し
い
。
日
本
で
は
建
築
士
は
人
数
も
多

く
、
業
務
に
対
す
る
正
当
な
報
酬
も
貰
え
な
い
こ

と
が
多
い
」
と
い
っ
た
嘆
き
を
伺
う
こ
と
が
あ
っ

た
。
そ
れ
に
対
し
、私
た
ち
弁
護
士
は
、「
建
築
士

は
夢
を
形
に
す
る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
仕
事
だ
か

ら
い
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」
な
ど
と
羨
ま
し
が
っ

て
い
た
。
ま
さ
に
「
隣
の
芝
生
は
青
い
」
も
の
で

あ
る
。

そ
も
そ
も
、
建
築
士
も
弁
護
士
も
、
同
じ
く
知

的
労
働
に
従
事
す
る
独
占
的
・
専
門
的
な
国
家
資

格
で
、
い
わ
ゆ
る
士
業
で
あ
る
。
た
だ
、
建
築
士

が
創
造
的
な
「
前
向
き
」
な
仕
事
で
あ
る
の
に
対

し
、
弁
護
士
は
ト
ラ
ブ
ル
を
抱
え
る
顧
客
、
い
わ

ば
社
会
生
活
上
の
病
理
状
態
に
あ
る
人
た
ち
の
手

助
け
を
す
る
「
後
ろ
向
き
」
な
仕
事
が
中
心
で
あ

る
。
そ
こ
だ
け
を
表
面
的
に
見
る
と
、
確
か
に
、

仕
事
の
向
い
て
い
る
ベ
ク
ト
ル
が
異
な
る
よ
う
に

も
思
え
る
。

し
か
し
、
平
穏
無
事
な
日
常
と
い
う
の
は
、
い

わ
ば
空
気
み
た
い
な
も
の
で
、
普
段
は
何
と
も
思

っ
て
い
な
い
が
、
病
気
に
か
か
る
と
健
康
で
あ
る

こ
と
の
有
り
難
み
を
痛
感
す
る
の
と
同
様
に
、
紛

争
や
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
た
人
に
と
っ
て
平
穏
な

生
活
は
か
け
が
え
の
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
を

取
り
戻
す
こ
と
は
、
創
造
的
で
意
義
の
あ
る
仕
事

だ
と
思
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

同
様
に
、
耐
震
不
足
の
建
物
や
雨
漏
り
の
す
る

家
等
で
生
活
し
て
い
る
居
住
者
は
、
絶
え
ず
不
安

と
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
お
り
、
建
築
の
専
門
的
知

識
と
ノ
ウ
ハ
ウ
に
よ
っ
て
耐
震
補
強
や
修
繕
・
リ

フ
ォ
ー
ム
等
を
施
し
て
安
心
な
生
活
を
取
り
戻
す

こ
と
も
、
新
築
の
設
計
・
施
工
と
は
異
な
る
だ
ろ

う
が
、
や
は
り
、
創
造
的
で
意
義
の
あ
る
仕
事
だ

と
つ
く
づ
く
思
う
（
私
も
、
以
前
、
自
宅
の
雨
漏

り
を
補
修
し
て
も
ら
っ
た
時
に
心
か
ら
安
堵
し
た

も
の
で
あ
る
）。

欠
陥
住
宅
の
被
害
者
も
、
ク
レ
ー
マ
ー
に
悩
ま

さ
れ
て
い
る
建
築
士
・
施
工
業
者
も
、
す
べ
て
の

紛
争
で
そ
う
で
あ
る
が
、
紛
争
に
巻
き
込
ま
れ
た

当
事
者
の
苦
し
み
や
悩
み
は
、
そ
の
本
人
に
し
か

決
し
て
判
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
弁

護
士
や
建
築
士
も
、
経
験
を
通
じ
て
、
そ
の
よ
う

な
当
事
者
の
思
い
を
想
像
す
る
こ
と
は
で
き
る
。

ど
ん
な
仕
事
で
あ
っ
て
も
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
気

持
ち
に
思
い
を
馳
せ
る
「
想
像
力
」
を
働
か
せ
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
生
活
に
と

っ
て
か
け
が
え
の
な
い
も
の
を
「
創
造
」
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
い
や
、
む
し
ろ
、

「
想
像
力
」
な
く
し
て
は
、本
当
に
「
創
造
」
的
な

仕
事
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

経
験
を
重
ね
る
こ
と
で
「
慣
れ
っ
こ
」
に
な
っ

て
し
ま
い
、
想
像
力
を
鈍
磨
さ
せ
る
こ
と
が
な
い

よ
う
に
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

か
ん
ざ
き
・
さ
と
し

（
一
社
）京
都
府
建
築
士
会 

監
事

京
都
弁
護
士
会　

弁
護
士

神
崎
法
律
事
務
所

二
級
建
築
士
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1   Kyoto Dayori  January 2023

I n f o r m a t i o n

6Mon 常任理事会

4Sat 茶室設計勉強会（第4回）

9Thu 建築士定期講習（京都市）

February2

21Tue 七彩の会

2 1

4Wed 事務局仕事始め

7Sat 新年交礼会

10Tue 常任理事会

17Tue 七彩の会

23Mon 支部長会議・理事会

29Sun
京彩まちあるき＋デジタルマップ整備
＜大原野地区＞

January1

令和４年度 監理技術者講習
� 事業委員会
●ＣＰＤ　6単位�
●日　時　
　第3回　3月9日（木）
　受付開始／午前9時
　運営説明／午前9時20分～9時30分
　�講　習／午前9時30分～午後5時10分
●会　場　京都建設会館別館�会議室
●定　員　20名（定員になり次第締切）
●申　込　（公社）日本建築士会連合会
　　　　　HPよりお申し込みください。
●内　容
　�建築士会が行う『監理技術者講習』の
大きな特徴は、『建築に特化した講習
内容』であり、特にテキストは分かり
やすく、建築施工実務に役立つだけで
なく建築工事全体について学習できる
充実した内容となっています。また、
法定講習であると同時に建築士会CPD
認定研修でもあります。

　�設計業務にのみ従事されている方も建
築施工の知識を得るために、この機会
にぜひ積極的にご受講ください。

令和4年度 国内研修旅行
岐阜をめぐる
 青年部会 研修・セミナー担当会
●ＣＰＤ　8単位（予定）
●日　時　4月15日（土）・16日（日）
●集　合　京都駅 アバンティ前
●見学先　岐阜県内
　・セラミックパークMINO
　・モザイクタイルミュージアム
　・国代耐火工場見学
　・瞑想の森 市営斎場
　・みんなの森ぎふメディアコスモス
　・森林総合教育センター（モリノス）
●参加費　会員／24,000円
　　　　　一般／29,000円
●定　員　35名
●申込締切　3月27日（月）
●内　容
　�岐阜県内の建築物見学を通して、建築

と町の関わり方について学ぶ旅行企画
です。

　�有名建築でありながら見学機会が制限
されている瞑想の森や、隈研吾氏設計
のモリノスなど「岐阜には行ったこと
あるよ」という建築好きの方にとって
も、魅力あふれる内容ですので、是非
ご参加ください。

　�詳細は建築士会HPからチラシをご覧
ください。

京彩まちあるき＋デジタルマップ整備
＜大原野地区＞
� ヘリテージマネージャー委員会
●日　時　1月29日（日）午後1時～4時
●集　合　午後0時45分
　　　　　阪急洛西口駅（西出口）
●調査地　京都市西京区大原野
　　　　　南春日町�ほか
●参加費　無料
●定　員　10名（定員になり次第締切）
●申込締切　1月24日（火）
●内　容
　�地区内のまちあるきをしながら、歴史
的建築物をデジタルマップに登録しま
す。また、それらの中のいくつかを〝京
都を彩る建物や庭園〟として京都市に
推薦します。古墳時代から拓かれ多く
の遺跡がある大原野地区、古道に沿っ
て点在する農家住宅を廻ります。
　�ヘリテージマネージャーの方に限り、
非会員の方もご参加いただけます。

※参考　https://kyoto-irodoru.city.
　　　　kyoto.lg.jp/

京彩まちあるき＋デジタルマップ整備
＜静原地区＞
 ヘリテージマネージャー委員会
●日　時　3月5日（日）
　　　　　午後0時30分～3時
●集　合　午後0時30分
　　　　　静原下の町バス停付近
●調査地　京都市左京区静原地区
●参加費　無料
●定　員　15名（定員になり次第締切）
●申込締切　2月28日（火）
●内　容
　�地区内のまちあるきをしながら、歴史

的建築物をデジタルマップに登録しま
す。また、それらの中のいくつかを〝京
都を彩る建物や庭園〟として京都市に
推薦します。静原地区には、農家住宅
が数多く残るのはもとより、伝説のあ
る小さな社など、まち（さと）あるき
の見どころには事欠きません。

　�ヘリテージマネージャーの方に限り、
非会員の方もご参加いただけます。

※参考　https://kyoto-irodoru.city.
　　　　kyoto.lg.jp/

＜事業に参加される方へ＞
新型コロナ感染予防のために

・�感染拡大の状況により事業を中止または内容を変
更することがあります。
・�参加される際は必ずマスクを着用してください。
（熱中症などの対策が必要な場合を除きます。）
・�37.5℃以上の発熱や咳、くしゃみ等の症状のある
方は参加できません。
・�事業実施中は係員の指示に従い、手指の消毒や
手洗い、対人距離の確保（推奨２ｍ、最小1ｍ）な
ど、基本的な感染対策にご協力ください。
・�係員の指示に従わない場合は、参加をお断りする
事があります。
・�感染拡大防止のため、連絡先の登録や接触確認
アプリのインストールにご協力をお願いします。

※注意：京都建設会館の駐車場は�
利用できません

電話・FAX、またはホームページから�
お申し込みください。事業内容の詳細
は、ホームページをご確認ください。
（一社）京都府建築士会事務局
TEL075-211-2857��FAX075-255-6077
https://www.kyotofu-kenchikushikai.jp
E-mail:contact@kyoto-kenchikushikai.jp

参 加 申 込

「京都だより」特集まとめ
（一社）京都府建築士会のホームページで、
「京都だより」の特集をまとめたPDFをご覧
いただけます。

お知らせ
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新
年
挨
拶

新
年
の
ご
挨
拶

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
新
春
を
清
々

し
い
気
持
ち
で
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
会
員
の
皆
様
よ
り
事
業
活
動
や
運

営
に
対
し
て
、
多
く
の
ご
支
援
、
お
力
添
え

を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。当

会
の
活
動
や
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
こ

の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、セ
ミ
ナ
ー
、勉
強
会
、

講
習
会
、
委
員
会
な
ど
が
、
通
常
の
対
面
方

式
か
ら
リ
モ
ー
ト
併
用
と
な
り
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
も
工
夫
が
必
要
な
時
代
と
な

っ
て
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
私
た
ち
建
築
士
は
法
律
社
会
の
中

で
業
務
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
私
た
ち
を

取
り
巻
く
法
律
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
や
木

材
利
用
の
促
進
、
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
の
社
会

的
要
請
を
受
け
、
昨
今
、
建
築
基
準
法
、
建

築
士
法
な
ど
多
く
の
法
律
が
改
正
さ
れ
て
い

ま
す
。

建
築
基
準
法
で
は
、「
４
号
特
例
」
の
大
幅

な
縮
小
や
大
規
模
木
造
建
築
物
の
促
進
に
向

け
た
防
火
規
制
の
合
理
化
な
ど
、
ま
た
、
い

わ
ゆ
る
建
築
物
省
エ
ネ
法
で
は
、
省
エ
ネ
基

準
の
小
規
模
建
築
物
へ
の
適
用
な
ど
の
改
正

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

更
に
建
築
士
法
で
は
、
重
要
事
項
説
明
や

法
定
書
面
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
容
認
、
設
計
図

書
の
押
印
廃
止
、
デ
ジ
タ
ル
保
存
の
解
禁
な

ど
、
行
政
手
続
き
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
押
印
廃

止
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
改
正
内
容
に
つ
き
ま
し
て
、

（
一
社
）
京
都
府
建
築
士
会
で
は
業
務
に
必
要

な
情
報
を
、
会
員
の
皆
様
に
わ
か
り
や
す
く

正
確
に
お
伝
え
す
る
事
を
急
務
と
考
え
、
勉

強
会
を
始
め
と
す
る
情
報
提
供
を
引
き
続
き

実
施
し
て
参
り
ま
す
。

（
一
社
）
京
都
府
建
築
士
会
は
昨
年
、
創
立

70
周
年
を
迎
え
、
６
月
に
「
建
築
士
の
日
・

記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
」、7
月
に
「
建
築
士
の
日
・

親
子
で
フ
ォ
ト
！
ア
ー
キ
ラ
リ
ー
」、
11
月
に

「
近
畿
建
築
祭　

京
都
大
会
」、
12
月
に
「
京

都
市
伝
統
産
業
活
性
化
事
業
」
を
無
事
に
終

え
、多
く
の
会
員
や
市
民
と
建
築
士
会
を
「
つ

な
ぐ
」
活
動
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、（
一
社
）
京
都
府
建
築
士
会
は
府
内

に
８
つ
の
支
部
が
有
り
ま
す
が
、
昨
年
は
各

支
部
長
の
ご
尽
力
の
も
と
、
南
丹
市
長
、
亀

岡
市
長
、
綾
部
市
長
、
京
丹
波
町
長
、
舞
鶴

市
長
へ
の
表
敬
訪
問
を
実
現
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
各
首
長
様
に
は
「
ま
ち
づ
く
り
、

災
害
支
援
、
空
き
家
問
題
、
住
宅
相
談
、
会

員
増
強
」
な
ど
に
つ
い
て
地
元
の
支
部
と
よ

り
一
層
の
支
援
と
協
力
体
制
を
お
願
い
し
ま

し
た
。
皆
様
の
お
力
に
よ
り
、
地
域
と
行
政

と
（
一
社
）
京
都
府
建
築
士
会
を
「
つ
な
ぐ
」

活
動
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま

す
。
本
年
も
引
き
続
き
、
訪
問
の
予
定
を
し

て
お
り
ま
す
。

次
に
当
会
の
喫
緊
の
課
題
の
一
つ
で
あ
る

財
政
再
建
で
は
、
身
を
切
る
思
い
で
名
誉
会

員
制
度
の
廃
止
を
行
い
ま
し
た
。
名
誉
会
員

制
度
は
、
75
歳
以
上
等
の
要
件
を
満
た
す
方

が
対
象
で
、
認
定
さ
れ
る
と
会
費
が
免
除
さ

れ
る
仕
組
み
で
す
。
こ
れ
を
契
機
に
ほ
と
ん

ど
の
方
が
退
会
さ
れ
る
の
で
は
と
考
え
て
お

り
ま
し
た
が
、
当
会
の
役
員
が
手
分
け
し
て

名
誉
会
員
全
員
を
対
象
に
電
話
で
説
明
し
た

と
こ
ろ
、
予
想
を
超
え
る
人
数
の
方
が
会
員

継
続
の
意
向
を
示
さ
れ
、
当
会
に
思
い
を
お

持
ち
の
諸
先
輩
方
に
心
か
ら
敬
意
と
感
謝
を

表
す
る
次
第
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
も
、
よ
り

一
層
魅
力
あ
る
会
と
し
て
発
信
し
、
会
員
増

強
、
収
益
事
業
活
動
を
行
い
、
次
世
代
に
「
つ

な
ぐ
」
を
実
行
し
て
参
り
ま
す
。

「
本
年
も
つ
な
が
ろ
う
！
」（
一
社
）
京
都

府
建
築
士
会
を
会
長
方
針
と
し
て
、
会
員
・

地
域
・
行
政
・
次
世
代
と
「
つ
な
ぐ
」
取
り

組
み
を
、
精
一
杯
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
ご
支
援
ご
鞭
撻
の
程
、
何
卒
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

山
領　

正

一
般
社
団
法
人 

京
都
府
建
築
士
会 

会
長
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「
あ
た
た
か
い
京
都
づ
く
り
」
へ
邁ま

い

進

「
行
財
政
改
革
」
と
「
文
化
を
基
軸
と
し
た
成
長
戦
略
」
で

　
京
都
を
未
来
へ

京
都
市
長

京
都
府
知
事

西
脇
隆
俊

昨
年
8
月
に
「
行
財
政
改
革
計
画
」
を
策
定
し
ま

し
た
。
3
年
間
を
集
中
改
革
期
間
と
し
、皆
様
の

御
理
解
の
下
、全
庁
挙
げ
て
徹
底
的
に
改
革
を
進

め
た
結
果
、こ
の
2
年
間
で
計
画
を
大
き
く
上
回

る
収
支
改
善
（
4
4
7
億
円
）
を
達
成
。
公
債
償

還
基
金
の
枯
渇
は
回
避
し
、
ま
た
、
本
市
が
返
済

の
責
任
を
負
う
市
債
残
高
は
、
市
長
就
任
以
降
、

全
会
計
で
3
8
0
0
億
円
、19
％
削
減
。
皆
様
の

御
協
力
に
深
謝
。

依
然
難
局
は
続
き
ま
す
が
、「
若
い
世
代
に
負

担
の
先
送
り
は
し
な
い
」
と
の
覚
悟
を
胸
に
、皆

様
へ
の
丁
寧
な
説
明
に
留
意
し
な
が
ら
、全
力
投

球
し
ま
す
。こ
の
間
の
御
理
解
と
御
支
援
に
心
か

ら
感
謝
し
、一
層
の
御
指
導
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

一
方
、本
市
の
厳
し
い
財
政
状
況
。
多
く
の
方

か
ら
そ
の
原
因
を
聞
か
れ
ま
す
。大
き
な
要
因
の

一
つ
が
、
国
の
「
三
位
一
体
改
革
」。
17
年
の
間

に
、成
長
戦
略
等
で
本
市
の
税
収
は
3
3
0
億
円

増
加
も
、国
か
ら
の
地
方
交
付
税
は
6
1
2
億
円

減
少
し
、
差
し
引
き
、
年
間
2
8
2
億
円
の
減

に
。
こ
の
間
、職
員
3
8
0
0
人
削
減
等
の
改
革

も
断
行
。
財
政
が
厳
し
く
と
も
、全
国
ト
ッ
プ
水

準
の
福
祉
、
教
育
、
子
育
て
支
援
、
安
心
安
全
等

の
施
策
を
維
持
向
上
さ
せ
て
き
ま
し
た
が
、そ
の

中
で
、将
来
の
借
金
返
済
の
た
め
に
積
み
立
て
て

い
る
公
債
償
還
基
金
の
計
画
外
の
取
り
崩
し
を

余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
に
コ
ロ
ナ
禍
で

す
。こ

う
し
た
実
情
を
改
め
て
全
て
ご
説
明
し
、一

ま
た
、
京
都
芸
大
・
美
術
工
芸
高
の
崇
仁
地
域
へ

の
移
転
や
、
東
九
条
、
梅
小
路
、
菊
浜
を
は
じ

め
、全
市
で
文
化
を
基
軸
と
し
た
取
組
が
飛
躍
し

ま
す
。
文
化
芸
術
が
経
済
価
値
を
生
み
出
し
、経

済
が
文
化
を
支
え
る
。京
都
な
ら
で
は
の
文
化
と

経
済
の
好
循
環
を
創
り
出
し
、暮
ら
し
の
豊
か
さ

に
繋
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
京
都
の
景
観
の
骨
格
を
守
り
つ
つ
、

ま
ち
の
発
展
を
目
指
し
た
都
市
計
画
の
見
直
し
、

企
業
誘
致
や
子
育
て
支
援
等
の
取
組
で
、住
む
場

所
・
働
く
場
を
創
出
し
て
若
い
世
代
に
も
選
ば
れ

る
ま
ち
へ
。
同
時
に
、
脱
炭
素
・
環
境
保
全
の
取

組
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
キ
ー
ウ
市
へ
の
支
援
等
を
通

じ
て
、世
界
平
和
や
S
D
G
s
の
達
成
に
も
貢
献

し
て
い
く
決
意
で
す
。

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
一
年
の
皆
様
の
御
多
幸
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

さ
て
昨
年
は
、コ
ロ
ナ
禍
か
ら
市
民
の
皆
様
の

命
と
健
康
、暮
ら
し
を
守
り
抜
く
。
持
続
可
能
な

行
財
政
の
確
立
に
向
け
て
改
革
に
邁
進
し
、危
機

克
服
へ
前
進
を
見
た
一
年
で
し
た
。皆
様
の
御
理

解
と
御
支
援
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、「
地
域
の
絆
、
伝
統
文
化
の
灯
を
絶
や

さ
な
い
」。
多
く
の
方
々
の
御
尽
力
で
、
感
染
防

止
策
を
徹
底
し
つ
つ
、地
域
活
動
が
再
び
盛
り
上

が
り
を
見
せ
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
時
代
祭
、

祗
園
祭
を
は
じ
め
、各
地
で
の
行
事
等
に
感
激
し

ま
し
た
。

そ
し
て
本
年
、
い
よ
い
よ
文
化
庁
が
京
都
へ
。

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。府
民

の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、つ
つ
が
な
く
新

し
い
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
と
の
闘
い
も
３
年
に
な
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。長
き
に
わ
た
り
感
染
防
止
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
皆
さ
ま
、
そ
し

て
、
医
療
従
事
者
を
は
じ
め
関
係
の
皆
さ
ま
に
、

心
か
ら
感
謝
と
敬
意
を
表
し
ま
す
。

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
拡
大
に
加
え
、ロ
シ
ア

に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
世
界
的
な
物
価
高
、

さ
ら
に
記
録
的
な
円
安
な
ど
に
見
舞
わ
れ
、今
も

社
会
生
活
へ
の
甚
大
な
影
響
が
続
い
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
情
勢
の
中
で
も
安
心
し
て
豊
か
に
暮

ら
し
、将
来
に
向
か
っ
て
夢
を
抱
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、「
あ
た
た
か
い
京
都
づ
く
り
」
を
進
め

て
い
く
こ
と
を
決
意
し
、総
合
計
画
を
１
年
前
倒

し
し
て
改
定
し
ま
し
た
。同
計
画
に
基
づ
く
施
策

を
令
和
５
年
度
当
初
予
算
に
盛
り
込
み
ま
す
。

「
時
が
物
事
を
変
え
る
と
人
は
言
う
が
、
実
際

は
自
分
で
変
え
ね
ば
な
ら
な
い
～T

hey alw
ays 

say that tim
e changes things, but  

you actually have to change them
  

yourself

～
」。
こ
れ
は
米
国
の
芸
術
家
ア
ン
デ

ィ
・
ウ
ォ
ー
ホ
ル
の
言
葉
で
す
。
今
年
３
月
、
い

よ
い
よ
文
化
庁
が
京
都
で
業
務
を
開
始
し
、明
治

維
新
以
来
初
の
中
央
省
庁
移
転
が
実
現
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
彼
が
言
う
よ
う
に
、こ
の
歴

史
的
な
出
来
事
が
私
た
ち
に
何
を
も
た
ら
す
か

で
は
な
く
、私
た
ち
が
こ
の
機
会
を
ど
う
活
か
し

て
い
く
か
が
問
わ
れ
ま
す
。「
文
化
の
都
・
京
都
」

の
実
現
に
向
け
、国
と
地
方
が
連
携
し
て
日
本
各

地
の
文
化
に
光
を
当
て
、
世
界
へ
発
信
し
、
こ
こ

京
都
か
ら
新
た
な
文
化
の
潮
流
を
起
こ
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
他
、「
社
会
で
子
ど
も
を
育
て
る
京
都
」

の
実
現
に
向
け
、子
育
て
環
境
日
本
一
の
取
り
組

み
を
進
化
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、京
都
の

強
み
で
あ
る
大
学
の
「
知
」
と
学
生
の
「
力
」
を

積
極
的
に
地
域
や
企
業
に
取
り
入
れ
、京
都
の
活

力
を
生
み
出
し
て
ま
い
り
ま
す
。そ
し
て
新
名
神

高
速
道
路
開
通
や
、
大
阪
・
関
西
万
博
開
催
な
ど

の
好
機
を
活
か
し
、京
都
の
発
展
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

今
年
は
卯
年
で
す
。そ
の
愛
ら
し
い
姿
と
温
厚

な
性
質
で
「
家
内
安
全
」
を
、
跳
躍
す
る
姿
で

「
飛
躍
」
を
象
徴
す
る
ウ
サ
ギ
の
年
に
ふ
さ
わ
し

く
、
皆
さ
ま
と
共
に
「
あ
た
た
か
い
京
都
づ
く

り
」
へ
邁
進
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

今
年
一
年
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。
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会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
健

や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

収
束
ど
こ
ろ
か
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
に
始
ま
り
、ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
、

原
油
高
騰
、
半
導
体
不
足
な
ど
の
影
響

で
、
建
築
業
界
で
も
大
き
く
影
響
を
受

け
ま
し
た
。
今
、
当
た
り
前
の
よ
う
に

耳
に
す
る
S
D
G
ｓ
。
17
の
目
標
の
中

の
11
番
に
「
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ

く
り
を
」
が
あ
り
ま
す
。
建
築
に
か
か

わ
る
私
た
ち
は
、
安
全
で
、
災
害
な
ど

に
も
強
く
、
持
続
的
に
住
む
こ
と
が
で

き
る
住
居
を
提
供
す
る
こ
と
が
重
要
だ

と
感
じ
ま
す
。
ま
た
、
12
番
に
は
「
つ

く
る
責
任　

つ
か
う
責
任
」
と
い
う
目

標
が
あ
り
ま
す
。

国
は
、
新
築
住
宅
に
つ
い
て
は
、
２

０
２
５
年
を
見
据
え
、
よ
り
高
い
省
エ

ネ
住
宅
が
求
め
ら
れ
、
住
宅
ロ
ー
ン
減

税
優
遇
、
こ
ど
も
み
ら
い
住
宅
支
援
事

業
補
助
金
な
ど
が
あ
り
、
国
は
２
０
５

０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
め
ざ

す
目
的
で
の
対
策
な
の
だ
ろ
う
が
、「
つ

か
う
責
任
」
が
果
た
さ
れ
ず
、
既
存
住

宅
の
省
エ
ネ
改
修
に
対
す
る
補
助
金

は
、
微
々
た
る
も
の
で
あ
り
、
な
ん
だ

か
矛
盾
を
感
じ
ま
す
。

限
り
あ
る
資
源
を
有
効
活
用
す
る
た

め
、
中
古
住
宅
や
空
き
家
バ
ン
ク
の
活

用
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド
で
は
な
い

こ
れ
か
ら
の
住
宅
の
あ
り
か
た
を
模
索

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
世
界
に
平

穏
な
日
々
が
一
日
も
早
く
訪
れ
ま
す
よ

う
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令
和
４
年
は
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
に
よ
り
世
界
情
勢
が
激
変
し
、
長

引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
疲
弊
し
た
経
済
に
さ

ら
に
追
い
打
ち
を
か
け
ら
れ
た
一
年
で

し
た
。
こ
う
し
た
中
、
世
界
規
模
で
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
食
糧
の
流
通
も
分
断
さ

れ
、
改
め
て
食
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
給

自
足
、
循
環
型
社
会
の
重
要
性
を
思
い

知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
気
候
変
動

も
さ
ら
に
激
化
し
て
お
り
自
然
災
害
は

増
え
続
け
る
で
し
ょ
う
し
、
令
和
５
年

も
様
々
な
変
化
が
起
き
る
こ
と
は
間
違

い
な
く
、
安
直
に
「
明
る
い
未
来
に
向

け
て
の
新
し
い
年
の
始
ま
り
」
と
手
放

し
に
喜
び
新
年
を
祝
う
こ
と
は
で
き
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
な
が
ら
、

起
き
て
い
る
こ
と
一
喜
一
憂
す
る
の
で

は
な
く
、
ま
ず
は
現
実
を
受
入
れ
て
、

そ
こ
か
ら
新
し
い
こ
と
、
よ
り
良
い
も

の
を
生
み
出
す
創
造
力
が
こ
れ
か
ら
は

必
要
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

宮
津
与
謝
地
域
も
高
齢
化
や
財
政
問

題
に
加
え
、
コ
ロ
ナ
禍
や
世
界
情
勢
の

影
響
を
受
け
非
常
に
厳
し
い
地
域
環
境

で
は
あ
り
ま
す
が
、
一
方
で
は
そ
う
し

た
中
か
ら
生
ま
れ
た
ワ
︱
ケ
ー
シ
ョ

ン
、
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
に
は
地

域
外
か
ら
の
若
い
力
が
集
ま
り
、
地
域

に
変
化
を
も
た
ら
し
始
め
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
は
卯
年
に
ふ
さ
わ
し
く
、

明
る
い
未
来
を
生
み
出
す
た
め
の
大
き

な
飛
躍
の
一
年
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て

新
年
を
迎
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
健

や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
は
舞
鶴
支
部

の
活
動
に
ご
支
援
・
ご
協
力
を
い
た
だ

き
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
度

か
ら
支
部
長
の
大
任
を
仰
せ
つ
か
り
、

右
も
左
も
分
か
ら
な
い
状
況
で
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
が
、
皆
様
の
温
か
い
ご
支

援
に
よ
り
１
年
目
の
新
年
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

さ
て
、
振
り
返
り
ま
す
と
昨
年
も
１

月
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
増
え

始
め
、
京
都
府
で
も
「
ま
ん
延
防
止
措

置
」
が
と
ら
れ
、
建
築
士
会
の
活
動
は

も
と
よ
り
業
務
や
私
生
活
も
制
約
を
受

け
ま
し
た
。
ま
た
同
時
に
ロ
シ
ア
に
よ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
始
ま
り
、
燃
料

不
足
に
端
を
発
し
世
界
的
な
物
価
高
騰

が
起
こ
り
ま
し
た
。
建
設
コ
ス
ト
も
大

き
く
上
昇
し
て
私
達
の
業
務
に
も
影
響

が
有
り
ま
し
た
。

今
年
は
卯
年
で
す
。
我
が
家
に
も
今

年
10
歳
に
な
る
兎
が
い
ま
す
。
も
う
高

齢
で
す
が
、
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
跳
ね
回
っ

て
い
ま
す
。「
卯
は
跳
ね
る
」
の
格
言

ど
お
り
経
済
も
上
昇
し
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
も
戦
争
も
収
束
に
向
か
う
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

も
う
ひ
と
つ
、
寅
年
は
終
わ
り
ま
し

た
が
監
督
も
変
わ
り
ま
し
た
の
で
、
阪

神
タ
イ
ガ
ー
ス
の
18
年
振
り
の
あ
れ

と
、
38
年
振
り
の
そ
れ
を
信
じ
て
年
頭

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
お
家
族
お
揃
い
で

新
年
を
お
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
は
支
部
活
動
並

び
に
本
部
活
動
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
こ
と
紙
面
上
で
は
あ
り
ま

す
が
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
少
し

落
ち
着
き
、
人
の
交
流
や
生
活
も
以
前

の
よ
う
に
戻
り
つ
つ
あ
る
中
で
景
気
の

動
向
が
も
う
少
し
読
め
ず
、
暗
雲
が
晴

れ
切
ら
な
い
年
末
で
し
た
。
し
か
し
、

今
年
の
干
支
は
卯
年
で
す
。
兎
は
跳
ね

る
特
徴
が
あ
り
、
景
気
が
上
向
き
に
跳

ね
る
、
回
復
す
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま

す
。
大
変
縁
起
の
良
い
年
に
な
る
こ
と

を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

綾
部
支
部
の
今
後
の
問
題
点
は
会
員

減
少
で
す
。
建
築
士
会
に
入
っ
て
い
て

よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
支
部

活
動
を
行
う
こ
と
が
会
員
の
拡
大
に
繋

が
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
年
初

め
に
は
新
年
会
を
開
催
し
、
２
月
に
は

建
築
無
料
相
談
を
市
役
所
と
合
同
で
行

う
予
定
を
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
会
員

の
皆
様
の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
昨
年

の
11
月
に
は
３
年
ぶ
り
に
移
動
理
事
会

を
綾
部
に
て
開
催
さ
れ
、
ホ
ス
ト
役
と

し
て
支
部
役
員
の
皆
様
に
は
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

結
び
に
あ
た
り
、
本
年
も
皆
様
方
の

ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
る
と
共
に
ご
健
勝
、
ご

多
幸
を
祈
念
し
ま
し
て
年
頭
の
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

丹
後
支
部

支
部
長

久
保　

祐
一

宮
津
支
部

支
部
長

大
村　

利
和

舞
鶴
支
部

支
部
長

坂
根　

功
一

綾
部
支
部

支
部
長

村
上　

正
一
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会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
は
、
支
部

活
動
に
ご
尽
力
、
ご
協
力
を
賜
り
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
昨
年
11
月
に
宇
治

支
部
創
立
60
周
年
式
典
・
祝
賀
会
を
開

催
し
、
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
も
皆
様
の
ご
協
力
が
あ
れ

ば
こ
そ
成
し
得
た
も
の
だ
と
改
め
て
実

感
し
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

今
は
テ
レ
ワ
ー
ク
や
リ
モ
ー
ト
会
議

な
ど
に
よ
る
環
境
が
普
通
の
こ
と
の
よ

う
に
な
り
ま
し
が
、
少
し
で
も
人
と
触

れ
合
い
な
が
ら
話
合
え
る
機
会
を
支
部

の
事
業
で
行
え
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま

す
。空

き
家
対
策
や
既
存
ス
ト
ッ
ク
の
活

用
な
ど
の
様
々
な
課
題
、
２
０
２
５
年

に
は
省
エ
ネ
の
義
務
化
や
建
築
基
準
の

見
直
し
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
か

ら
の
展
開
に
も
注
視
が
必
要
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

今
年
も
役
員
の
皆
様
と
共
に
事
業
に

取
り
組
み
、
活
動
を
行
っ
て
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
は
、
支

部
の
事
業
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
情
報

を
習
得
し
、
研
鑽
を
積
ん
で
頂
き
、
ま

た
、
建
築
に
携
わ
る
者
同
士
が
話
し
合

え
る
場
と
し
て
活
用
頂
け
る
こ
と
を
望

ん
で
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
皆
様
方
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て

念
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

会
員
の
皆
様
方
に
は
日
頃
か
ら
青
年

部
会
の
活
動
に
大
変
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

青
年
部
会
で
は
昨
年
は
国
内
研
修
旅

行
、
関
西
若
手
建
築
家
の
実
例
に
学
ぶ

見
学
勉
強
会
、
嵐
山
の
福
田
美
術
館
、

M
U
N
I
K
Y
O
T
O
の
見
学
会
、

建
築
家
セ
ミ
ナ
ー
や
、
京
都
青
年
団
体

会
議
へ
の
参
加
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
事

業
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ど
の
事
業
も
青
年
部
会
の
メ
ン
バ
ー
が

各
担
当
を
中
心
に
『
一
致
団
結
』
し
て

開
催
し
た
事
業
に
な
り
ま
す
。

こ
の
２
年
程
の
期
間
で
事
業
の
開
催

方
法
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
今
で

は
事
業
内
容
に
よ
っ
て
は
W
E
B
上
で

不
自
由
な
く
参
加
し
て
頂
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
変
化
に
う
ま
く
対

応
す
る
事
で
様
々
な
可
能
性
が
広
が
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
広
報
の
仕
方
や
資

料
の
作
成
方
法
な
ど
が
今
ま
で
以
上
に

難
し
く
な
り
ま
し
た
が
、
試
行
錯
誤
を

繰
り
返
し
少
し
ず
つ
前
に
進
ん
で
い
ま

す
。
本
年
も
色
々
な
事
業
を
開
催
予
定

で
す
。
今
ま
で
は
な
か
な
か
参
加
が
叶

わ
な
か
っ
た
方
も
、
興
味
の
あ
る
事
業

が
開
催
さ
れ
る
際
は
、
お
気
軽
に
ご
参

加
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
で
す
。

新
年
を
迎
え
、
改
め
て
気
を
引
き
締

め
て
こ
れ
か
ら
の
事
業
を
開
催
し
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
青
年
部
会
の
活
動
に

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
程
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
２
０
２
３
年
新
年
挨
拶
に
つ
き
ま
し
て
、
諸
事
情
に
よ
り
南
丹
支
部
・
福
知
山
支
部
・
京
南
支
部
の
掲
載
を
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
︒

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

お
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
は
女
性

部
会
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

今
年
の
干
支
は
癸
卯
、
兎
は
跳
ね
回

る
こ
と
か
ら「
飛
躍
」「
向
上
」を
表
し
、

癸
と
合
わ
さ
り
「
こ
れ
ま
で
の
努
力
が

実
を
結
び
、
勢
い
よ
く
成
長
し
飛
躍
す

る
年
」
な
の
だ
そ
う
で
す
。

昨
年
は
一
昨
年
ま
で
の
コ
ロ
ナ
禍
と

は
違
い
、
少
し
ず
つ
手
探
り
し
な
が
ら

様
々
な
場
面
で
人
と
人
が
顔
を
合
わ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
顔
を
合
わ
せ

な
く
て
も
、
仕
事
も
会
議
も
飲
食
ま
で

も
が
リ
モ
ー
ト
で
で
き
る
こ
と
を
知

り
、
必
須
だ
と
思
っ
て
い
た
色
々
な
取

り
組
み
や
行
事
は
、
無
く
て
も
特
に
困

っ
た
こ
と
が
な
い
と
知
り
ま
し
た
が
、

そ
れ
で
も
画
面
越
し
に
見
て
い
た
顔
に

直
接
出
会
い
、
マ
ス
ク
越
し
で
は
あ
っ

て
も
大
勢
で
同
時
に
ワ
イ
ワ
イ
と
話
す

こ
と
が
で
き
る
嬉
し
さ
は
格
別
で
し

た
。兎

の
漢
字
の
入
っ
た
言
葉
に
「
烏
飛

兎
走
」と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。（
月

日
が
慌
た
だ
し
く
過
ぎ
て
い
く
こ
と
）

だ
そ
う
で
す
。
で
き
れ
ば
少
し
ず
つ
戻

っ
て
き
た
日
常
を
、
ゆ
っ
く
り
と
楽
し

み
な
が
ら
過
ご
し
た
い
も
の
で
す
。

本
年
も
女
性
部
会
の
活
動
に
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

宇
治
支
部

支
部
長

河
原
林
正
樹

青
年
部
会

部
長

秋
山　

哲
平

女
性
部
会

部
長

塩
見　

恭
子
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茶
室
勉
強
会
　
第
3
回

き
れ
い
さ
び
の
系
統
桐
浴
邦
夫

「
き
れ
い
さ
び
」
と
い
う
言
葉
を
ご
存
じ
だ
ろ

う
か
。小
堀
遠
州
の
茶
の
湯
を
示
す
言
葉
と
し
て
、

書
院
の
茶
の
湯
と
草
庵
の
茶
の
湯
の
総
合
の
上
に

成
立
し
た
、
な
ど
と
説
明
さ
れ
る
。
た
だ
こ
の
言

葉
は
、
正
確
な
と
こ
ろ
は
不
明
で
あ
る
が
、
遠
州

在
世
の
言
葉
と
い
う
よ
り
、
近
代
に
な
っ
て
使
わ

れ
は
じ
め
た
言
葉
の
よ
う
で
あ
る
。

さ
て
、
書
院
の
茶
の
湯
と
草
庵
の
茶
の
湯
が
統

合
し
た
、
と
い
わ
れ
て
も
ピ
ン
と
こ
な
い
か
も
知

れ
な
い
。
こ
こ
で
は
ま
ず
、
前
回
の
復
習
も
兼
ね

て
茶
室
の
歴
史
を
た
ど
り
な
が
ら
、「
き
れ
い
さ

び
」
と
は
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
を
探
っ
て
い
き

た
い
と
思
う
。
こ
こ
で
重
要
な
言
葉
が
「
自
然
」

で
あ
る
。
自
然
と
ど
う
向
き
合
っ
て
き
た
か
。
外

部
空
間
と
内
部
空
間
の
関
係
に
注
目
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

ま
ず
は
前
回
の
復
習
か
ら
。
足
利
義
政
の
東
山

山
荘
か
ら
は
じ
め
よ
う
。
義
政
の
時
代
、
い
わ
ゆ

る
茶
の
湯
の
原
型
が
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
義
政
は
は
じ
め
、「
殿
中
の
茶
」
と
の
ち
に

呼
ば
れ
る
形
式
で
茶
を
行
っ
て
い
た
。
同
朋
衆
な

ど
近
侍
の
も
の
に
茶
を
点
て
さ
せ
て
、
そ
れ
を
座

敷
に
運
ば
せ
て
、
客
と
と
も
に
楽
し
ん
だ
の
で
あ

っ
た
。
そ
の
頃
ま
で
の
茶
は
、
そ
の
よ
う
な
形
式

で
お
こ
な
わ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
そ
れ

に
対
し
て
、村
田
珠
光
の
茶
は
ま
っ
た
く
違
っ
た
。

亭
主
自
ら
が
茶
を
点
て
る
と
い
う
形
式
で
あ
っ

た
。
そ
の
話
を
義
政
が
聞
き
つ
け
る
や
否
や
、
さ

っ
そ
く
そ
の
新
し
い
ス
タ
イ
ル
を
取
り
入
れ
た
の

で
あ
っ
た
。

東
山
山
荘
は
、
も
ち
ろ
ん
東
山
の
麓
の
風
光
明

媚
な
場
所
に
位
置
し
、
そ
こ
に
自
然
を
映
し
た
美

し
い
庭
園
と
と
も
に
、
十
数
棟
の
建
築
が
順
次
建

て
ら
れ
て
い
っ
た
。
義
政
は
は
じ
め「
殿
中
の
茶
」

に
適
し
た
常
御
所
を
建
て
た
が
、
や
が
て
新
し
い

茶
の
湯
の
た
め
に
持
仏
堂
と
し
て
東
求
堂
を
３
年

後
に
建
築
し
て
い
る
。
そ
の
茶
の
湯
の
た
め
の
部

屋
が
同
仁
斎
で
あ
る
。「
同
仁
」
と
は
、
唐
代
の

文
人
韓
愈
の
言
葉
「
聖
人
一
視
而
同
仁
」
か
ら
付

け
ら
れ
た
言
葉
で
、
聖
人
は
す
べ
て
の
人
を
平
等

に
慈
し
み
愛
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
こ
に

将
軍
の
空
間
に
平
等
と
い
う
概
念
が
持
ち
込
ま
れ

た
の
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
東
求
堂
の
修
理
報
告

書
に
よ
る
と
、
炉
が
切
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す

墨
書
な
ど
が
発
見
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、

残
念
な
が
ら
現
在
、
炉
は
復
原
さ
れ
て
い
な
い
。

当
時
の
工
事
担
当
者
、
京
都
府
文
化
財
保
護
課
の

故
三
上
皓
造
氏
に
筆
者
が
生
前
聞
き
取
っ
た
と
こ

ろ
で
は
、
痕
跡
が
不
明
で
あ
っ
た
の
で
、
炉
の
復

原
が
不
可
能
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
現
在

で
は
、
炉
は
一
辺
が
１
尺
４
寸
の
大
き
さ
で
あ
る

が
、
特
に
こ
の
頃
の
炉
の
大
き
さ
は
一
定
し
て
い

な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
半
畳
大
と
の
説
や
、
堀

口
捨
己
は
２
尺
幅
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
て
い

た
。さ

て
、
そ
の
よ
う
な
東
求
堂
は
、
自
然
を
映

し
た
美
し
い
庭
園
と
一
体
化
し
た
建
築
で
あ
っ

た
。
西
芳
寺
の
西
来
堂
（
現
本
堂
も
西
来
堂
と

呼
ぶ
が
、
こ
こ
で
い
う
西
来
堂
は
室
町
時
代
頃

に
存
在
し
た
建
築
）
を
意
識
し
た
と
い
う
。
西

芳
寺
の
庭
園
は
言
わ
ず
と
知
れ
た
夢
窓
疎
石
。

元
の
西
来
堂
は
現
存
し
な
い
建
築
だ
が
、
周
囲

の
庭
園
と
の
一
体
性
が
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と

は
、
容
易
に
想
像
が
付
く
。
ま
ず
は
そ
の
よ
う

に
自
然
と
一
体
化
し
た
建
築
が
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
を
押
さ
え
て
お
い
て
ほ
し
い
。

そ
の
後
の
茶
の
湯
の
空
間
は
、「
市
中
の
山
居
」

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
堺
や
京
の
町
中
で
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
そ
こ
で
は
自
然
の
ヒ
ン
ト
と
な

る
よ
う
な
、
い
く
ら
か
の
樹
木
を
植
え
、
あ
る
い

は
意
図
し
て
小
さ
く
囲
っ
て
、
都
市
空
間
と
の
境

界
を
つ
く
り
、
自
然
と
と
も
に
暮
ら
す
庶
民
の
住

宅
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
よ
う
な
要
素
、
つ
ま
り
土

壁
や
丸
太
を
持
ち
込
ん
で
、
そ
こ
か
ら
大
き
な
自

然
を
心
で
感
じ
る
と
い
う
、
新
た
な
世
界
観
を
つ

く
り
だ
し
た
。
そ
れ
を
「
わ
び
す
き
」
と
呼
ん
だ
。

「
わ
び
す
き
」
の
茶
室
は
、
仮
想
空
間
と
し
て
自

然
を
感
じ
る
器う

つ
わ

で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
躙
口

な
ど
で
外
部
空
間
と
の
繋
が
り
を
小
さ
く
絞
り
、

外
部
か
ら
の
光
を
抑
制
す
る
た
め
窓
面
積
も
小
さ

く
し
、
気
持
ち
を
集
中
さ
せ
心
の
活
動
を
大
き
く

す
る
た
め
、暗
く
閉
鎖
的
な
空
間
が
つ
く
ら
れ
た
。

妙
喜
庵
待
庵
な
ど
は
そ
の
代
表
で
あ
る
。

「
き
れ
い
さ
び
」
の
淵
源

きりさこ・くにお
京都建築専門学校 副校長　
建築史家・博士（工学）・一級建築士
新建築a+uゲストエディター
京都市文化財マネージャー（建造物）
擁翠亭保存会代表・松殿山荘茶道会理事
有斐斎弘道館理事
1960年 和歌山県生まれ
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千
利
休
が
完
成
さ
せ
た
と
も
い
え
る
「
わ
び
す

き
」
の
建
築
は
そ
の
後
の
茶
人
た
ち
に
も
引
き
継

が
れ
る
。
し
か
し
一
方
で
、
新
た
な
動
き
も
は
じ

ま
っ
た
。
ふ
た
た
び
周
囲
の
自
然
と
の
関
係
を
深

く
す
る
傾
向
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
利
休
の
弟
子
た

ち
に
は
多
く
の
武
家
の
も
の
が
い
た
。
か
れ
ら
は

町
人
と
違
い
、
場
合
に
よ
っ
て
は
少
々
大
き
な
屋

敷
地
が
与
え
ら
れ
、
あ
る
程
度
の
庭
園
を
組
み
込

む
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
こ
こ
に
再
び
具
体
的

な
自
然
と
の
関
係
を
意
識
し
た
建
築
が
つ
く
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

も
っ
と
も
、
基
本
は
利
休
の
確
立
し
た
「
わ
び

す
き
」
の
茶
室
で
あ
る
。
土
壁
や
丸
太
の
建
築
で

あ
っ
た
。
し
か
し
彼
ら
は
、
矛
盾
す
る
が
、
そ
こ
に

光
を
多
く
取
り
入
れ
た
。そ
れ
は
の
ち
に「
六
窓
庵
」

「
八
窓
席
」
な
ど
と
窓
の
名
で
呼
ば
れ
る
茶
室
が

多
く
つ
く
ら
れ
た
こ
と
か
ら
も
理
解
さ
れ
る
。

画
期
的
な
も
の
は
織
田
有
楽
が
建
仁
寺
正
伝
院

に
つ
く
っ
た
如
庵
で
あ
る
。
如
庵
は
、
西
洋
人
の

名
を
連
想
さ
せ
る
ア
イ
ロ
ニ
ー
（
皮
肉
）
な
名
称

で
あ
る
が
、
点
前
座
の
勝
手
付
に
、
竹
を
詰
め
打

空
中
茶
室
と
し
て
知
ら
れ
る
閑
雲
軒
は
、
江
戸

時
代
初
期
、
小
堀
遠
州
が
松
花
堂
昭
乗
の
滝
本
坊

に
つ
く
っ
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
松
花
堂

ち
し
て
、
外
部
が
見
え
な
い
有
楽
窓
と
呼
ば
れ
る

窓
を
設
け
た
。
こ
の
窓
も
暗
く
閉
鎖
的
な
も
の
を

是
と
す
る
「
わ
び
す
き
」
の
茶
室
に
対
し
て
、
窓

を
開
け
、
そ
し
て
閉
じ
る
、
と
い
う
少
々
ひ
ね
っ

た
新
た
な
視
点
を
持
ち
込
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
。

古
田
織
部
は
点
前
座
勝
手
付
に
色
紙
窓
と
呼
ば

れ
る
上
下
二
段
、
大
き
さ
と
縦
横
の
バ
ラ
ン
ス
を

変
え
た
明
障
子
を
並
べ
た
窓
を
つ
く
り
だ
し
た
と

い
わ
れ
る
。「
わ
び
す
き
」
の
茶
室
で
は
点
前
座

勝
手
付
は
壁
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
つ
ま
り
客
の

視
線
は
点
前
に
集
中
さ
せ
、
そ
の
周
囲
は
極
力
簡

潔
に
表
現
す
る
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
こ
で
は
、

舞
台
セ
ッ
ト
の
よ
う
に
点
前
の
演
出
を
補
助
す
る

装
置
と
し
て
、
デ
ザ
イ
ン
性
を
有
し
た
窓
が
設
け

ら
れ
て
い
る
。

織
部
の
茶
室
は
、「
わ
び
す
き
」
の
茶
室
の
形

態
か
ら
大
き
く
方
向
転
換
が
は
か
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
。
も
ち
ろ
ん
基
本
と
な
る
の
は
、
土
壁
や
丸

太
と
い
っ
た
、
自
然
と
と
も
に
暮
ら
す
庶
民
の
住

宅
の
要
素
を
持
ち
込
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ

の
全
体
の
構
成
を
よ
り
複
雑
に
し
て
、
開
口
部
の

昭
乗
は
僧
侶
で
あ
り
、
書
家
あ
る
い
は
画
家
と
し

て
知
ら
れ
、
茶
の
湯
は
小
堀
遠
州
に
学
ん
だ
人
物

で
あ
っ
た
。
松
花
堂
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
の

面
積
を
増
加
さ
せ
、
そ
の
形
態
に
さ
ま
ざ
ま
な
変

化
を
持
ち
込
ん
だ
、
先
の
色
紙
窓
は
、
そ
の
ひ
と

つ
の
形
式
で
あ
る
。

織
部
は
「
へ
う
げ
も
の
（
ひ
ょ
う
げ
も
の
）」

あ
る
い
は
「
破
格
」
な
ど
と
形
容
さ
れ
、
そ
れ
ま

で
に
な
か
っ
た
独
特
の
造
形
を
生
み
だ
し
た
人
物

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
特
徴
は
茶
碗
に
代

表
さ
れ
る
が
、
茶
室
建
築
に
つ
い
て
も
そ
う
で
あ

る
。
た
だ
気
を
付
け
て
み
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い

の
は
、
織
部
は
似
た
よ
う
な
形
式
の
茶
室
を
い
く

つ
も
制
作
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
千
利

休
の
基
本
的
な
考
え
は
受
け
継
ぎ
つ
つ
も
、
新
た

な
造
形
を
考
案
し
て
い
た
。
突
飛
な
も
の
を
い
く

つ
も
考
案
し
て
い
た
と
い
う
よ
り
、
少
な
く
と
も

茶
室
に
関
し
て
い
う
な
ら
ば
、
多
く
の
習
作
の
よ

う
な
も
の
を
つ
く
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
藪
内
家

の
燕
庵
は
そ
の
よ
う
な
中
で
誕
生
し
た
茶
室
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
そ
の
弟
子
と
し
て
小
堀
遠
州
が
、

そ
の
考
え
方
を
大
成
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
の

ち
に
「
き
れ
い
さ
び
」
と
呼
ば
れ
た
。

建
築
家
、
そ
し
て
作
庭
家
と
し
て
知
ら
れ
た
小

は
１
６
３
７
（
寛
永
14
）
年
に
八
幡
宮
泉
坊
に
松

花
堂
と
呼
ぶ
方
丈
を
つ
く
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ

る
。
な
お
石
清
水
八
幡
宮
は
、
平
安
時
代
か
ら
の

堀
遠
州
は
、
江
戸
幕
府
の
作
事
奉
行
そ
し
て
伏
見

奉
行
な
ど
を
務
め
た
人
物
で
、
茶
の
湯
は
古
田
織

部
に
師
事
し
、
の
ち
に
い
う
「
き
れ
い
さ
び
」
の

形
式
を
確
立
し
た
人
物
で
あ
っ
た
。１
５
７
９（
天

正
７
）
年
生
ま
れ
で
、
没
年
が
１
６
４
７
（
正
保

４
）
年
で
あ
る
。

遠
州
は
若
い
頃
、
作
事
奉
行
を
務
め
て
い
た
。

後
陽
成
院
御
所
、
駿
府
城
、
備
中
松
山
城
、
名
古

屋
城
、
な
ど
宮
中
や
幕
府
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
い

た
。
ま
た
大
覚
寺
宸
殿
や
南
禅
寺
金
地
院
東
照
宮

な
ど
の
社
寺
建
築
に
も
か
か
わ
っ
て
い
た
。
こ
の

よ
う
な
と
こ
ろ
か
ら
、
建
築
や
庭
園
に
関
す
る
影

響
力
が
か
な
り
大
き
い
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
各
地
に
、
そ
の
真
偽
は
不
明
で
あ
る
が
、

遠
州
好
み
と
呼
ば
れ
る
庭
園
な
ど
が
多
数
存
在
す

る
こ
と
も
頷
け
る
。

茶
室
で
は
、
こ
こ
に
あ
げ
る
石
清
水
八
幡
宮
の

滝
本
坊
閑
雲
軒
や
13
の
窓
を
も
つ
擁
翠
亭
（
現
在
、

京
都
市
北
区
の
太
閤
山
荘
に
移
築
）、
金
地
院
八

窓
席
、
大
徳
寺
龍
光
院
密
庵
席
、
大
徳
寺
孤
篷
庵

忘
筌
、
な
ど
を
手
が
け
て
い
る
。

神
仏
習
合
が
進
み
、
宮
寺
と
し
て
「
石
清
水
八
幡

宮
寺
」「
石
清
水
八
幡
宮
護
国
寺
」
な
ど
と
呼
ば

れ
て
い
て
、
明
治
の
神
仏
分
離
令
に
よ
っ
て
護
国

「
き
れ
い
さ
び
」
と
小
堀
遠
州

閑
雲
軒
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寺
が
廃
さ
れ
る
ま
で
、そ
の
状
態
が
続
い
て
い
た
。

昭
乗
は
、
１
６
２
７
（
寛
永
４
）
年
に
滝
本
坊

の
住
職
と
な
る
。
し
か
し
将
軍
家
光
の
書
の
師
で

も
あ
っ
た
彼
は
、
し
ば
ら
く
江
戸
に
住
ま
う
こ
と

に
な
る
が
、
そ
の
間
に
滝
本
坊
が
焼
失
し
た
と
も

伝
え
ら
れ
る
。
や
が
て
石
清
水
に
戻
る
と
、
最
初

鐘
楼
坊
に
住
ん
で
茶
会
を
行
っ
て
い
た
が
、
１
６

３
３
（
寛
永
９
）
年
、
滝
本
坊
が
再
建
さ
れ
、
茶

室
閑
雲
軒
も
設
け
ら
れ
、
移
り
住
む
。
当
時
の
姿

は
『
楽
翁
起
し
絵
図
』
に
「
八
幡
山
滝
本
坊
茶
室
」

と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
た
ほ
か
、『
男
山
考
古
録
』

な
ど
の
文
献
に
も
記
載
さ
れ
て
い
た
。「
閑
雲
軒
」

の
名
は
『
男
山
考
古
録
』
に
記
さ
れ
、
そ
こ
に
は

扁
額
と
し
て
大
徳
寺
の
江
月
和
尚
の
書
「
臨
溪
」

が
掛
け
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
し
か
し
こ
の
茶
室

は
、
１
７
７
３
（
安
永
２
）
年
の
火
事
で
焼
失
し

た
。
そ
し
て
１
９
７
０
（
昭
和
45
）
年
、
中
村
昌

生
に
よ
っ
て
八
幡
市
の
塚
本
素
山
の
庭
園
（
現
八

幡
市
立
松
花
堂
庭
園
）
に
茶
室
内
と
縁
の
一
部
が

復
元
さ
れ
た
。

そ
の
後
の
２
０
１
０
（
平
成
22
）
年
、
元
の
滝

本
坊
の
敷
地
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
礎
石
が
発

見
さ
れ
た
。
茶
室
に
隣
り
合
う
客
殿
の
礎
石
も

30
m
に
渡
っ
て
見
つ
か
り
、
そ
の
部
分
か
ら
張
り

だ
し
た
閑
雲
軒
の
位
置
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
伝

え
通
り
の
空
中
に
張
り
だ
し
た
茶
室
で
あ
っ
た
こ

と
が
判
明
し
た
。
向
い
の
妙
喜
庵
待
庵
と
対
峙
し

て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

起
し
絵
図
な
ど
に
よ
る
と
、
茶
室
の
周
囲
に
は

縁
が
廻
り
、「
眼
下
淀
川　

西
北
山　

見
晴
絶
景

ト
云
フ
」
と
『
松
花
堂
名
物
記
』
に
記
さ
れ
て
い

た
。
ち
な
み
に
懸
造
の
柱
の
長
さ
は
７
m
あ
っ
た

と
い
う
。
縁
側
に
は
手
摺
が
設
け
ら
れ
、
雨
戸
が

建
て
ら
れ
て
い
る
だ
け
の
吹
き
放
し
で
あ
っ
た
。

眼
下
に
絶
景
を
見
下
ろ
す
よ
う
に
つ
く
ら
れ
て
お

り
、
そ
れ
が
露
地
に
相
当
す
る
空
間
と
な
っ
て
い

た
。閑

雲
軒
の
平
面
は
四
畳
台
目
。
床
の
間
は
下
座

に
構
え
、
躙
口
は
縁
側
に
面
し
て
、
茶
室
壁
面
の

中
途
に
設
け
ら
れ
、
上
座
・
下
座
を
分
け
る
。
壁

面
の
中
途
に
設
け
た
躙
口
は
遠
州
の
茶
室
に
よ
く

見
ら
れ
る
手
法
で
あ
る
。
ま
た
点
前
座
は
中
柱
を

立
て
た
台
目
構
え
の
形
式
で
客
座
の
中
央
に
設
け

る
。
茶
道
口
と
給
仕
口
を
直
角
に
配
置
す
る
。
点

前
座
上
部
と
客
座
の
下
座
側
が
化
粧
屋
根
裏
天
井

と
な
る
。
茶
室
空
間
は
平
等
を
旨
と
す
る
が
、
こ

と
遠
州
に
限
っ
て
い
え
ば
、
江
戸
幕
府
に
お
け
る

彼
の
立
場
を
考
え
る
と
、
空
間
に
社
会
秩
序
を
明

瞭
に
す
る
こ
と
は
、
あ
る
意
味
自
明
の
こ
と
と
も

考
え
ら
れ
る
。

縁
側
は
、
躙
口
に
至
る
露
地
の
役
割
を
も
っ
て

い
た
。
手
摺
を
設
け
る
が
、建
具
は
雨
戸
だ
け
で
、

茶
会
の
と
き
に
は
当
然
開
放
さ
れ
て
い
て
、
空
中

に
張
り
だ
し
て
い
た
た
め
、
雄
大
な
景
色
が
広
が

っ
て
い
た
。

そ
し
て
こ
の
茶
室
は
窓
の
多
い
席
で
あ
る
。
躙

口
の
上
に
連
子
窓
が
左
右
に
並
び
、
そ
の
上
に
下

地
窓
が
設
け
ら
れ
る
。
こ
れ
も
遠
州
が
よ
く
採
用

し
た
手
法
で
あ
る
。
突
上
窓
や
床
脇
の
墨
蹟
窓
、

点
前
座
の
風
炉
先
窓
や
勝
手
付
の
色
紙
窓
な
ど
、

合
計
で
９
つ
の
窓
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
お
そ
ら

く
空
中
茶
室
と
し
て
、
外
部
か
ら
取
り
入
れ
ら
れ

た
光
を
楽
し
ん
だ
こ
と
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
場

合
に
よ
っ
て
は
窓
を
開
け
放
ち
、
外
の
景
色
を
楽

し
ん
だ
こ
と
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ

る
。そ

れ
ま
で
の
閉
鎖
的
な
茶
室
と
は
全
く
違
っ
た

タ
イ
プ
の
茶
室
が
こ
こ
に
完
成
し
た
。
材
料
は
丸

太
や
土
壁
、
下
地
窓
や
連
子
窓
そ
し
て
躙
口
な
ど

各
部
分
の
形
式
は
、
そ
れ
ま
で
に
も
み
ら
れ
た
も

の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
全
く
違
っ
た
組
み
立
て
方

に
よ
っ
て
新
し
い
形
を
生
み
だ
し
た
の
で
あ
っ

た
。

滝本坊イメージ
（八幡市立松花堂庭園・美術館 館長　平井俊行氏 提供）

閑雲軒イメージ
（八幡市立松花堂庭園・美術館 館長　平井俊行氏 提供）
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こ
こ
で
は
小
堀
遠
州
の
小
間
の
茶
室
を
取
り
上

げ
た
。
そ
れ
ま
で
の
閉
鎖
的
な
茶
室
に
対
し
て
、

開
口
部
を
多
く
取
り
、
光
を
ふ
ん
だ
ん
に
取
り
入

れ
る
空
間
と
し
た
。
場
合
に
よ
っ
て
は
外
部
の
自

然
の
景
色
も
眺
め
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ

の
材
料
は
、
自
然
と
と
も
に
暮
ら
し
て
い
た
庶
民

住
宅
に
使
用
さ
れ
て
い
た
丸
太
や
土
壁
で
あ
っ
た
。

茶
の
湯
空
間
は
は
じ
め
、
自
然
豊
か
な
場
所
に

設
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
あ
る
意
味
で
そ

の
元
に
戻
っ
た
よ
う
に
も
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る

か
も
知
れ
な
い
。し
か
し
先
人
の
建
築
と
し
て「
市

中
の
山
居
」
そ
し
て
「
わ
び
す
き
」
を
経
験
し
た

小
堀
遠
州
の
空
間
は
、
茶
の
湯
の
初
期
の
頃
の
も

の
に
比
較
し
て
、
よ
り
深
み
を
増
し
た
建
築
と
な

っ
た
。
心
で
感
じ
る
自
然
と
、
よ
り
具
体
的
な
自

然
、
相
反
す
る
も
の
を
組
み
合
わ
せ
た
の
が
遠
州

の
空
間
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
は
詳
し
く
は
触
れ
な
か
っ
た
が
、
遠
州

の
書
院
空
間
は
そ
の
逆
の
側
面
が
仕
組
ま
れ
て
い

た
。
本
来
、
書
院
造
の
空
間
は
、
一
面
に
明
障
子

が
連
続
し
、
明
る
い
空
間
が
展
開
し
、
柱
は
角
柱

で
格
式
あ
る
形
式
で
あ
っ
た
。
し
か
し
遠
州
は
小

間
の
要
素
、
す
な
わ
ち
土
壁
や
丸
太
あ
る
い
は
面

皮
柱
な
ど
を
使
用
し
た
。
書
院
造
が
草
庵
茶
室
に

近
づ
き
、
草
庵
茶
室
が
書
院
造
に
近
づ
く
、
と
い

う
流
れ
が
遠
州
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
る
。
も
っ
と

も
さ
か
の
ぼ
れ
ば
千
利
休
の
頃
か
ら
書
院
造
の
草

体
化
と
い
う
こ
と
は
多
少
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、

古
田
織
部
に
お
い
て
は
そ
れ
が
積
極
的
に
す
す
め

ら
れ
、
遠
州
に
至
っ
て
完
成
し
た
と
、
大
づ
か
み

に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

遠
州
の
活
躍
し
た
寛
永
年
間
、
桃
山
の
動
乱
の

時
代
が
終
結
し
、
比
較
的
安
定
し
た
時
代
の
始
ま

り
で
も
あ
っ
て
、
多
く
の
人
々
の
関
心
が
文
化
的

な
も
の
に
向
か
っ
て
い
た
時
代
で
あ
っ
た
。
貴
族

や
武
士
、町
人
た
ち
も
含
め
、違
っ
た
立
場
の
人
々

の
交
流
に
よ
っ
て
、
新
た
な
文
化
が
創
出
さ
れ
た
。

違
っ
た
価
値
観
が
ぶ
つ
か
り
、
組
み
合
わ
さ
れ
る

こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
の
中
心
に
い
た
人
物
の
一
人

が
小
堀
遠
州
で
あ
っ
た
。

遠
州
に
お
い
て
は
、
自
然
に
対
し
て
相
反
す
る

考
え
方
が
組
み
合
わ
さ
れ
た
空
間
が
つ
く
ら
れ
た

が
、
他
に
も
違
っ
た
要
素
が
組
み
合
わ
さ
れ
た
。

土
壁
と
張
付
壁
、
自
然
の
ま
ま
に
み
せ
る
庭
園
と

幾
何
学
的
に
整
え
ら
れ
た
庭
園
、
な
ど
。
そ
の
な

か
に
草
庵
と
書
院
の
組
み
あ
わ
せ
も
あ
っ
た
。

数
寄
屋
は
、
現
在
で
は
、
数
寄
屋
造
、
数
寄
屋

建
築
な
ど
と
呼
ば
れ
る
が
、
あ
る
い
は
数
寄
屋
風

書
院
造
と
い
う
言
葉
も
あ
る
。
考
え
て
み
れ
ば
非

常
に
不
思
議
な
言
葉
で
あ
る
。
数
寄
屋
と
は
も
と

も
と
茶
室
を
指
し
て
い
た
言
葉
で
、
素
朴
な
建
築

で
あ
り
、
書
院
造
は
格
式
の
高
い
建
築
で
あ
る
。

あ
る
意
味
相
反
す
る
言
葉
の
組
み
あ
わ
せ
で
あ
る
。

ま
た
こ
の
数
寄
屋
と
い
う
言
葉
、
時
代
と
と
も

に
そ
の
意
味
が
違
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
古
田

織
部
は
草
庵
の
茶
室
の
こ
と
を
「
数
寄
屋
」
と
呼

ん
で
い
た
が
、
千
宗
旦
や
千
江
岑
は
茶
室
を
「
小

座
敷
」
と
呼
び
、「
数
寄
屋
」
と
は
い
わ
な
い
、

と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
茶
室
建
築
に
明
ら
か

に
二
つ
の
系
統
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

の
ち
の
数
寄
屋
建
築
が
織
部
か
ら
続
く
遠
州
の
茶

室
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。
数
寄
屋
風
書
院
造

と
い
う
言
葉
も
、
遠
州
の
作
例
か
ら
考
え
る
と
理

解
し
や
す
い
。

寛
永
年
間
、
そ
し
て
そ
れ
に
続
く
時
代
、
桂
離

宮
や
修
学
院
離
宮
が
造
営
さ
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
素

朴
さ
と
き
ら
び
や
か
さ
な
ど
相
反
す
る
も
の
が
備

わ
っ
た
建
築
で
あ
る
が
、
小
堀
遠
州
の
考
え
方
を

押
し
広
げ
て
い
け
ば
そ
こ
に
到
達
す
る
こ
と
は
想

像
で
き
る
だ
ろ
う
。
現
在
で
は
主
に
否
定
さ
れ
て

い
る
が
、
か
つ
て
は
桂
離
宮
は
小
堀
遠
州
の
作
と

も
伝
え
ら
れ
て
い
た
。
直
接
で
あ
る
か
否
か
は
お

い
て
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
建
築
に
は
遠
州
の
影
響

が
み
ら
れ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

千
利
休
の
あ
と
、
古
田
織
部
ら
に
よ
っ
て
違
っ

た
タ
イ
プ
の
茶
の
湯
空
間
が
生
み
だ
さ
れ
た
。
そ

れ
を
受
け
継
い
だ
小
堀
遠
州
は
大
き
く
そ
れ
を
進

め
、「
き
れ
い
さ
び
」
と
の
ち
に
呼
ば
れ
る
ス
タ

イ
ル
を
確
立
し
た
。
そ
し
て
そ
の
考
え
方
は
、
後

の
住
宅
建
築
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
数
寄
屋
建

築
と
し
て
、
新
た
な
系
統
を
紡
ぐ
の
で
あ
っ
た
。

小
堀
遠
州
の
茶
室
と
数
寄
屋

閑雲軒（松隠）床正面

閑雲軒（松隠）点前座

閑雲軒（松隠）躙口側
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建築主／㈱辻製作所
設計者／㈱カクオ・アーキテクト・オフィス
施工者／㈱南山建設

所在地／京都市南区久世東土川町366番地1 
用　途／工場・事務所
工　期／2020年5月～2022年1月 
建築面積／  699.60m²
延床面積／2,408.49m²
構造規模／鉄骨造、地上4階建

写真撮影／外観：K’s photo works
　　　　　内観：下村写真事務所

敷
地
間
口
10 m
奥
行
き
１
０
０
m
。

工
場
ま
で
も
が
「
う
な
ぎ
の
寝
床
」。

長
い
も
の
は
よ
り
長
く
。
ワ
ー
ク
エ
リ
ア
を
４
層

立
体
構
成
と
し
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
コ
ト
の
ス
ム
ー
ズ
な

流
れ
か
ら
、
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
の
適
切
な
在
り
方
、

関
係
性
を
導
く
。

「
茶
の
湯
の
発
想
」
を
用
い
た
、
24
時
間
稼
働

最
先
端
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
・
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
。

美
し
い
製
品
は
、
美
し
い
環
境
、
美
し
い
所
作
か

ら
生
ま
れ
る
。

京
都
市
南
区
の
精
密
板
金
加
工
企
業
で
あ
る
、

㈱
辻
製
作
所
新
本
社
工
場
。
将
来
を
見
据
え
た
、

活
発
な
経
済
活
動
と
、
生
産
性
の
向
上
を
軸
に
優
秀

な
人
材
の
確
保
と
、
社
員
の
働
く
環
境
を
整
備
し
ま

し
た
。

S
D
G
s 

に
取
り
組
み
、
自
社
工
場
内
の
生
産
廃

材
を
再
利
用
し
た
ス
テ
ン
レ
ス
内
装
壁
面
や
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
階
段
手
す
り
を
多
用
す
る
こ
と
に
よ
り

唯
一
無
二
の「
現
代
・
京
都
様
式
×
工
場
建
築
」空
間

が
誕
生
し
ま
し
た
。

（
㈱
カ
ク
オ
・
ア
ー
キ
テ
ク
ト
・
オ
フ
ィ
ス

建
築
家　

松
村
佳
久
男
）

G
A

L
L

E
R

Y

作
品
紹
介

㈱
辻
製
作
所 

本
社
社
屋
&

ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

京
都
市
南
区

よ
り
正
確
で
迅
速
に

「
S
D
G
s
」
に
取
り
組
み
、

独
自
の
働
く
環
境
を
創
造

鳥観CG

正面外観
鳥観CG

側面外観
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ロボティクスファクトリー

１階

１.５階

２階

３階

４階

R階

平面図

会議室A

ダイニング

ラウンジ

ラウンジ
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先
日
、
菩
提
寺
で
あ
る
浄
光
寺
の
掃
除
に
参
加
し
た

時
、
住
職
か
ら
珍
し
い
彫
物
が
あ
る
の
で
、
後
世
に
も

伝
え
て
行
く
為
に
も
覚
え
て
お
い
て
ほ
し
い
と
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
彫
物
は
、
有
名
な
彫
物
師
の
中
井
権
次

一統
の
彫
刻
で
し
た
。

中
井
権
次
は
丹
波
柏
原
藩
（
兵
庫
県
丹
波
市
）
の

宮
大
工
で
中
井
道
源
を
初
代
と
し
、
四
代
目
の
言ご

ん
じ次
君き

み

音ね

以
後
九
代
目
の
貞さ

だ
た
ね胤
ま
で
、
神
社
・
仏
閣
の
彫
物
師

と
し
て
活
躍
し
た
中
井
家
の一
統
で
す
。
六
代
目
正ま

さ
さ
だ貞

よ
り
権
次
を
名
乗
っ
た
事
か
ら
権
次
一統
と
名
乗
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
中
井
権
次一統
の
彫
物
作
品
は
、
竜

や
麒
麟
、唐
獅
子
、獏
と
いっ
た
霊
獣
を
彫
刻
し
た
破
風・

欄
干
な
ど
が
あ
り
徳
川
幕
府
が
各
地
に
多
彩
な
建
造
物

を
建
立
す
る
中
で
彫
物
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
柏

原
八
幡
宮
摂
社
、
五
社
稲
荷
の
龍
を
中
心
と
す
る
多
彩

な
彫
物
が
評
価
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

有
名
な
彫
物
師
の
作
品
が
、
こ
の
綾
部
の
地
に
も
存

在
す
る
事
を
知
り
、
綾
部
市
の
中
井
権
次
一統
の
作
品

を
目
に
し
よ
う
と
足
を
運
び
ま
し
た
。
ま
ず
、
聖
徳
太

子
に
よ
り
創
建
し
た
と
伝
わ
る
光
明
寺
本
堂
に
も
力
強

い
龍
や
兎
、
雲
等
の
彫
物
が
あ
り
、
刻
銘
よ
り
六
代
目

正
貞
の
作
品
で
あ
る
事
が
わ
か
り
ま
し
た
。
近
辺
の
神

社
仏
閣
も
調
べ
て
い
く
と
、
綾
部
市
八
津
合
町
に
あ
る

八
津
合
八
幡
宮
は
、
龍
や
獅
子
、
獏
な
ど
の
彫
物
が
あ

り
五
代
目
正ま

さ
た
だ忠の

作
品
で
あ
り
、
綾
部
市
十
倉
志
茂
町

に
あ
る
壹
鞍
神
社
に
も
龍
や
鶴
、
亀
、
仙
人
の
彫
物
が

あ
り
、
六
代
目
正
貞
の
作
品
で
あ
る
と
刻
銘
に
よ
り
わ

か
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
綾
部
市
内
の
本
光
山
了
圓
寺

に
龍
や
獏
の
彫
物
が
あ
り
、
五
代
目
正
忠
の
作
品
で
あ

る
と
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
五
代
目
正
忠
と
六
代
目
正

貞
が
、
こ
の
綾
部
の
地
で
神
社
仏
閣
に
力
強
く
迫
力
の

あ
る
彫
物
を
制
作
し
て
い
た
の
だ
と
知
り
、
日
本
建
築

の
装
飾
彫
刻
の
素
晴
ら
し
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

そ
し
て
冒
頭
に
「
珍
し
い
彫
物
が
あ
る
の
で
、
後
世

に
伝
え
て
ほ
し
い
」
と
頼
ま
れ
た
浄
光
寺
の
彫
物
で
す

が
、
五
代
目
正
忠
の
作
品
が
収
め
ら
れ
た
と
記
載
が
残
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。
こ
こ
ま
で
、
今
に
も
動
き
出
し
そ

う
な
龍
や
獅
子
と
いっ
た
霊
獣
の
彫
刻
が
あ
り
ま
し
た

が
、
浄
光
寺
に
は
、
龍
や
獅
子
の
彫
物
の
他
に
、
手
挟

に
天
女
様
の
彫
刻
が
あ
る
の
で
す
。
中
井
権
次
一統
の
彫

物
の
中
で
も
珍
し
い
と
住
職
に
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

後
世
に
残
す
為
に
も
皆
様
に
紹
介
し
た
い
と
思
い
支
部

だ
よ
り
に
掲
載
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、
綾
部
に
立

ち
寄
ら
れ
た
際
に
、

手
挟
の
天
女
様
を

見
て
頂
け
た
ら
幸
い

で
す
。

綾
部
支
部　

桒
井
優
治

綾
部
市
の
中
井
権
次
一
統
の
彫
刻
を
め
ぐ
る

綾
部
支
部

建
築
は
、
三
次
元
や
模
型
で
ク
ラ
イ
ア
ン
ト

に
も
的
確
に
イ
メ
ー
ジ
を
伝
え
る
こ
と
が
可
能

で
す
が
、
庭
の
イ
メ
ー
ジ
と
い
う
の
は
、
自
然

の
も
の
だ
け
に
、
な
か
な
か
イ
メ
ー
ジ
の
共
有

や
内
容
が
伝
え
に
く
く
、
苦
労
を
要
し
ま
す
。

福
岡
で
仕
事
を
し
て
い
た
と
き
は
、
思
い
通
り

の
良
い
庭
が
作
れ
ず
苦
労
し
ま
し
た
が
、「
市

中
山
居
」
と
い
う
言
葉
が
染
み
わ
た
っ
て
い
る

京
都
は
、
作
庭
の
レ
ベ
ル
が
全
体
的
に
と
て
も

高
く
て
、
庭
で
失
敗
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
ま

り
無
い
の
で
助
か
り
ま
す
。

庭
も
生
け
花
と
同
じ
で
、
庭
師
さ
ん
の
セ
ン

ス
が
大
き
い
と
こ
ろ
。

デ
ザ
イ
ン
や
空
間
性
の
分
か
る
庭
師
さ
ん
と

協
働
す
る
に
限
る
わ
け
で
す
が
、
社
寺
仏
閣
や

町
家
で
鍛
え
ら
れ
た
腕
の
良
い
庭
師
さ
ん
や
、

部
屋
か
ら
見
え
る
風
景
ス
ケ
ッ
チ
か
ら
庭
を
作

る
庭
師
さ
ん
、
素
敵
な
庭
を
作
る
ア
ン
テ
ィ
ー

ク
屋
さ
ん
な
ど
、
京
都
は
面
白
い
人
材
が
集
ま

る
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。

庭
師
さ
ん
と
話
せ
る

だ
け
の
ほ
ど
ほ
ど
の
知

識
を
蓄
え
た
ら
、
日
々

あ
ち
こ
ち
に
脚
を
運
ん

で
人
材
を
発
掘
す
る
、

私
た
ち
の
仕
事
の
ま
た

楽
し
い
部
分
で
す
。 （

大
喜
書
店　

岡
田
良
子
）

【自然風庭園の手法　新 作庭帖】

　『作庭帖』は造園家小形研三氏の元で
学び永年庭づくりに携わってきた著者が

「自然風の庭」づくりの手法と理論を多
数の図と詳しい解説で紹介し、1996年
の発行より自然風庭園の基本書の一つと
して親しまれてきました本。
　和風庭園の基本的な手法に加え、素材
のもつ「気勢」をふまえた設計など、自
然風庭園の考え方を分かりやすく解説。

支
部
だ
よ
り

大喜書店
京都市下京区麩屋町五条上ル下鱗形町563番2
TEL：075-353-7169
OPEN： 12:00～18:30 水曜日定休（土・日・祝日は11:00～）
京阪・清水五条駅から徒歩5分

著者：秋元通明
発行：誠文堂新光社
定価：3,400円（税別）

う
ち
の
本
棚

今
月
の
一
冊

●

浄光寺

手挟　天女の彫物

八津合八幡宮　龍の彫物

壹鞍神社　彫物

壹鞍神社
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石
清
水
八
幡
宮
は
、
桂
川
、
宇
治
川
、
木
津
川

の
三
川
の
合
流
点
に
あ
る
男
山
に
所
在
し
、
８
６

０
（
貞
観
２
）
年
の
創
建
以
来
、
公
家
や
武
家
を

は
じ
め
と
し
て
広
く
崇
敬
を
集
め
た
。
創
建
後
は

た
び
た
び
社
殿
を
焼
失
し
た
も
の
の
、
そ
の
都
度

復
興
し
、
近
世
初
頭
に
は
１
５
８
０
（
天
正
８
）

年
の
織
田
信
長
に
よ
る
社
殿
修
復
に
続
き
、
１
５

８
９
（
天
正
17
）
年
に
豊
臣
秀
吉
の
回
廊
再
建
、

１
５
９
８
（
慶
長
３
）
年
か
ら
豊
臣
秀
頼
に
よ
る

境
内
再
興
が
行
わ
れ
た
。
現
在
の
本
社
社
殿
群
は
、

１
６
３
４
（
寛
永
11
）
年
に
江
戸
幕
府
に
よ
り
造

替
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

本
殿
は
、
桁
行
12
間
の
内
殿
と
外
殿
を
前
後
に

並
べ
て
複
合
さ
せ
た
、
壮
大
な
規
模
を
も
つ
八
幡

造
本
殿
で
内
の
同
形
式
の
本
殿
の
中
で
は
現
存
最

古
で
最
大
規
模
で
あ
る
。

石
清
水
八
幡
宮
本
社
の
社
殿
群
は
、
長
大
な
八
幡

造
本
殿
と
、
独
特
な
空
間
構
成
を
持
つ
幣
殿
及
び
舞

殿
等
を
瑞
籬
（
み
ず
か
ぎ
）
や
廻
廊
で
囲
み
、
緊
密

に
一
体
化
し
た
比
類
な
い
構
成
で
、
古
代
に
成
立
し

た
荘
厳
な
社
殿
形
式
を
保
持
し
つ
つ
、
近
世
的
な
装

飾
を
兼
備
し
た
完
成
度
の
高
い
近
世
神
社
建
築
と
し

て
、
極
め
て
高
い
価
値
を
有
し
て
い
る
。
ま
た
創
建

以
来
、
公
武
を
は
じ
め
社
会
に
広
く
浸
透
し
た
八
幡

信
仰
の
象
徴
と
な
る
社
殿
と
し
て
深
い
文
化
史
的
意

義
を
有
し
て
い
る
。

　
　
　
（
文
化
遺
産
オ
ン
ラ
イ
ン
、
他
よ
り
引
用
）

 

訪
れ
た
際
に
は
特
別
公
開
が
行
わ
れ
て
お
り
、

回
廊
の
内
側
に
入
る
こ
と
が
で
き
、
信
長
寄
進
に

よ
る
「
黄
金
の
雨
樋
」
や
左
甚
五
郎
作
の
「
目
貫

の
猿
」
を
は
じ
め
と
し
た
数
々
の
名
工
に
よ
る
彫

刻
類
を
間
近
に
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
ス
ケ
ッ
チ

は
石
清
水
八
幡
宮
に
特
徴
的
な
拝
殿
を
兼
ね
た
楼

門
が
聳
え
る
よ
く
あ
る
構
図
で
あ
る
が
、
２
０
０

９
（
平
成
21
）
年
に
修
復
を
終
え
て
い
る
社
殿
は

現
在
も
色
鮮
や
か
な
印
象
で
、
そ
の
雰
囲
気
が
少

し
で
も
伝
わ
る
よ
う
、
樹
木
や
ア
プ
ロ
ー
チ
部
分

を
抑
え
て
描
い
て
み
た
。

新年明けましておめでとうございま
す。

昨年、広報編集委員長を拝命してか
ら半年が経ちました。とても時間の流
れが早いなあと思いながら日々の業務
に追われて過ごしています。毎回悩み
ながら書いている編集後記の順番がも
う来た！と思い、そういえば最初に書
いたのはいつだったかのかを調べてみ
ると、2012年の11月号でした。

当時は独立して3年目で、共同住宅
の設計についてクライアントと温泉に
入りながら打合せをしていたことを書
いていました。そのマンションの設計
をしてから10年が経ったんだなあと思
いながら読み返していましたが、いろ
んな方と出会いたくさんの経験をさせ
ていただいてるおかげで今があるんだ
なあと、改めて人のつながりに感謝で
すね。

それにしても10年前の編集後記を読
んでもあまり稚拙な文書だと思わなか
ったということは、成長してないとい
うことでしょうか、、、

まだまだ伸びしろしかないですね。
本年もどうぞよろしくお願いします！
 （黒木要州）

表
紙
の
こ
と
ば
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築
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伸
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表
紙
の
こ
と
ば

令和４年度 専攻建築士制度 登録申請の受付開始
令和４年度　専攻建築士新規・更新申請について

●受付期間　1月4日（水）～ 2月28日（火）
●申請対象となる建築士

　【新　規】　１. 建築士会のCPDを実施し、過去1年間（2022年1月1日～12月31日）にCPD取得単位数が
12単位以上であること

　　　　　　２. 建築士資格取得後の専攻領域の実務経歴年数が5年以上あること
　　　　　　３. 当該領域の「責任ある立場での実務実績」が3件以上あること
　【更　新】　１. 過去5年間（2018年1月1日～2022年12月31日）にCPD取得単位数が60単位以上あること

●申請書の配布　 （一社）京都府建築士会事務局で配布、又は日本建築士会連合会ホームページよりダウンロード 
してください。

●受付場所　（一社）京都府建築士会事務局（専攻建築士審査評議会）
●審査・登録手数料

＜登録更新をされる皆様へ＞
平成29年に専攻建築士を登録された方は登録更新の時期になります。平成26年度よりWebからの更新申請ができる
ようになりました。Web申請をされる方は「専攻建築士管理システム登録更新申請マニュアル」をご確認の上 

「専攻建築士システム」より申請してください。

会　員
非会員

書類申請 Web申請
１領域 13,200円 9,900円 29,700円
２領域 15,400円 9,900円 31,900円
３領域 17,600円 9,900円 34,100円

会　員 非会員
１領域 17,600円 29,700円
２領域 28,600円 48,400円
３領域 39,600円 67,100円

【更　新】【新　規】

発
行
人
●
山
領
　
正
　
編
集
委
員
長
●
黒
木
要
州
　
編
集
委
員
●
加
藤
正
浩
／
徳
光
都
妃
子
／
西
田
教
子
／
沼
田
俊
之
／
橋
本
光
生
／

堀
尾
智
子
／
松
田
容
子
／
森
重
幸
子
／
矢
谷
明
也�

デ
ザ
イ
ン
●
松
本
和
子
　
印
刷
●
サ
ン
ケ
イ
デ
ザ
イ
ン
㈱
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～ご利用をお待ちしております～

地下鉄東西線

通
町
原
河

木
椹
新

通
町

丸
烏
新

通

市
都
京

局
防
消

ル
テ
ホ
都
京

所
役
市
都
京

通
町
寺

二条通

夷川通

押小路通

←地下鉄⑪⑬番出口

←コインパーキング
　　　（契約駐車場）
←コインパーキング
　　　（契約駐車場）

地下鉄⑯番出口→

京都市役所前駅

エレベータ
入口

御池通
御池地下駐車場（契約駐車場）

通行方向

契約駐車場（新椹木町沿コインパーキング・市営御池
地下駐車場）については駐車券を配布しております。

宮崎ビル４階➡

¡京都府知事指定 民間確認検査機関 ¡近畿地方整備局長登録 住宅性能評価機関
¡近畿地方整備局長登録 登録建築物エネルギー消費性能判定機関

令和３年度 1級建築士 学科＋設計製図試験

京都府ストレート合格者33名中／当学院当年度受講生21名

京都府
ストレート
合格者占有率

令和３年度 1級建築士 設計製図試験

京都府合格者79名中／当学院当年度受講生47名

59.5％京都府
合格者占有率

当学院
当年度
受講生

当学院
当年度
受講生

他講習
利用者
＋

独学者

他講習
利用者
＋

独学者63.6％ 京都校
京都市下京区四条通西洞院東入郭巨山町18番地 
ヒラオカビル 6F 

TEL.075-253-0481

1級・2級 建築士 １級･２級
土木施工管理技士

１級・2級
管工事施工管理技士

１級･２級
建築施工管理技士 宅地建物取引士 インテリア

コーディネーター
賃貸不動産
経営管理士建築設備士構造設計1級建築士

設備設計1級建築士

スクールサイト www.shikaku.co.jp コーポレートサイト www.sogoshikaku.co.jp Twitter ⇒「@shikaku_sogo」 LINE ⇒「総合資格学院」 Facebook ⇒「総合資格 fb」 で検索！

お申込み・お問合せは
下記京都校までお気軽に！！

他の追随を許さない
唯一無二の「講習システム」と「合格実績」
他の追随を許さない

※当学院のNo.１に関する表示は、公正取引委員会「No.１表示に関する実態調査報告書」に沿って掲載しております。　※都道府県合格者数・都道府県ストレート合格者数・開講都道府県ストレート合格者数は、
（公財）建築技術教育普及センター発表に基づきます。　※学科・製図ストレート合格者とは、1級建築士学科試験に合格し、同年度1級建築士設計製図試験にストレートで合格した方です。　※総合資格学院の合
格実績には、模擬試験のみの受験生、教材購入者、無料の役務提供者、過去受講生は一切含まれておりません。　〈令和３年１２月24日現在〉

オンリー1
の講座が

STARTいよいよ 開講します！

受講相談も
お気軽に ▼

資料請求は
コチラへ ▼

No.1
×

オンリー1
No.1
×

オンリー1

平成も令和も
日本一の合格実績

当学院が全都道府県で開講していなかった時代からNo.1を達成し続けています！

ストレート
合格者占有率

開講都道府県

開講都道府県
ストレート合格者合計25,672名中／
当学院当年度受講生合計15,416名

平成20年度～令和3年度 1級建築士 学科・設計製図試験

当学院
当年度
受講生

他講習
利用者
＋

独学者


